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日
本
道
教
学
会
第
六
十
七
回
大
会
案
内 

 

拝
啓 

仲
秋
の
候 

ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
学
会
第
六
十
七
回
大
会
を
来
た
る
十
一
月
十
二
日
（
土
）
に
京
都
大
学
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、 

ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

ご
参
会
の
方
は
、
同
封
の
郵
便
振
替
票
を
ご
使
用
に
な
り
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
十
月
二
十
八
日
（
金
） 

ま
で
に
参
加
費
等
を
お
振
込
く
だ
さ
い
。
ま
た
振
替
受
領
証
は
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

敬
具 

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日 

日
本
道
教
学
会 

 
 
 

会
長 

 

大
形 

徹 

第
六
十
七
回
大
会
準
備
委
員
長 

 

宇
佐
美
文
理 

会
員
各
位 
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○日程表 

日 時間 行事 会場 
11日 
（金

） 

15:00 ～ 
17:00 
 

全国理事会 
合同役員会 

人文科学研究所

本館 
四階大会議室 

12日 
（土

） 

9:00 ～ 受付 文学研究科 
第三講義室 9:20 ～ 開会式 

9:30 ～ 
12:00 研究発表 

12:00 ～

13:00 
記念撮影 
昼食 

時計台前 
（写真撮影） 

13:00 ～

15:00 研究発表 文学研究科 
第三講義室 

15:15 ～

17:05 特別講演 

17:10 ～ 閉会式 
17:20 ～

18:20 総会 

18:30 ～

20:30 懇親会 文学研究科 
第一講義室 

 
■準備委員会本部  地下小会議室 
 
■書店  地下大会議室 
 
■休憩室、手荷物預かり所  第一講義室 
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○研究発表 
  文学研究科 

第三講義室 
 
 
 
 
 
12日 
（土） 

9:30～10:00 姜   生 
10:00～10:30 垣内 智之 
10:30～11:00 金  志玹 
11:00～11:30 坂内 榮夫 
11:30～12:00 加藤 千恵 

昼休憩  

13:00～13:30 野村 英登 
13:30～14:00 谷口  綾 
14:00～14:30 頼  思妤 
14:30～15:00 松家 裕子 

○会費 

 大会参加費     1,500円 
 懇親会費      5,500円（学生2,500円） 

郵便振替口座 00930-4-236364 
加入者名 日本道教学会第六十七回大会準備委員会 

※出欠葉書は同封しておりませんので、ご参会の方は

事前振込にご協力ください。 
 
○記念写真（1,000円）は午前の発表が終わり次第、時

計台南側にて撮影します。希望された方はその時間

に時計台南側にお集まりください。 

○昼食 
弁当（1,000円）をご注文いただくか、カンフォーラ

（11:00～15:00）もしくは西部構内の生協食堂、周辺

の飲食店などをご利用ください。弁当は、休憩室（第

一講義室）にてお渡しします。（休憩室でお召し上が

りください。） 
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第
六
十
七
回
大
会
日
程
次
第 

 
受
付
（
九
時
） 

 

午
前
の
部 

 

開
会
式
（
九
時
二
〇
分
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

挨
拶 

日
本
道
教
学
会
会
長 

大
形 

徹 

大
会
準
備
委
員
長 

 

宇
佐
美
文
理 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

研
究
発
表
（
九
時
三
〇
分
～
一
二
時
） 

 

張
道
陵
以
前
儒
生
的
道
教 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

姜 
 

生 

（
四
川
大
学
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

司
会 

三
浦 

國
雄
（
四
川
大
学
） 

 

『
大
洞
真
経
』
の
再
検
討 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

垣
内 

智
之
（
大
阪
市
立
大
学
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

司
会 

亀
田 

勝
見
（
福
井
県
立
大
学
） 
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道
教
の
傳
經
儀
禮
に
お
け
る
臨
壇
三
師
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

金 

志
玹 

（
ソ
ウ
ル
大
学
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

司
会 

小
南 

一
郎
（
泉
屋
博
古
館
） 

 
 

『
莊
子
口
義
』
と
禪
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

坂
内 

榮
夫
（
岐
阜
大
学
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

司
会 

中
西 

久
味
（
新
潟
大
学
名
誉
教
授
） 

 

鉛
汞
小
考 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

加
藤 

千
恵
（
立
教
大
学
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

司
会 

都
築 

晶
子
（
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
） 

 
 

休
憩
（
一
二
時
～
一
三
時
） 

 

記
念
写
真
撮
影
、
昼
食 
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午
後
の
部 

 
研
究
発
表
（
一
三
時
～
一
五
時
） 

 
 

内
丹
と
築
壇 

― 

翁
葆
光
の
『
悟
真
篇
』
解
釈
と
そ
の
展
開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

野
村 

英
登
（
二
松
学
舍
大
学
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

司
会 

横
手 

裕 

（
東
京
大
学
） 

 
 

元
代
の
医
家
と
儒
医 
― 

龍
谷
大
学
所
蔵
『
家
伝
日
用
本
草
』
を
て
が
か
り
と
し
て       

谷
口 

綾 

（
日
本
体
育
大
学
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

司
会 

武
田 

時
昌
（
京
都
大
学
） 

 
 

「
墨
杘
谷
」
か
ら
「
雉
衡
山
」
へ 

― 

楊
爾
曾
の
道
教
系
出
版
事
業
と
明
代
女
仙
信
仰    

頼 

思
妤 

（
東
京
大
学
大
学
院
） 

 
     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

司
会 

森 

由
利
亜
（
早
稲
田
大
学
） 

 

「
新
宝
巻
」
に
み
え
る
信
仰
の
あ
り
か
た 
― 

孤
魂
と
免
災 

―                   

松
家 

裕
子
（
追
手
門
学
院
大
学
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

司
会 

土
屋  

昌
明
（
専
修
大
学
） 
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特
別
講
演
（
一
五
時
一
五
分
～
一
六
時
〇
五
分
） 

 

『
太
乙
金
華
宗
旨
』
の
浄
明
起
源
問
題 

― 

清
初
常
州
に
お
け
る
呂
祖
乩
壇
信
仰
と
浄
明
派
の
関
係
か
ら 

黎 

志
添 

 

（
香
港
中
文
大
学
道
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
長
） 

講
師
紹
介 

金 

志
玹  

（
ソ
ウ
ル
大
学
） 

 

特
別
講
演
（
一
六
時
一
五
分
～
一
七
時
〇
五
分
） 

 

三
教
論
爭
か
ら
見
た
道
教 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

麥
谷 

邦
夫
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                

講
師
紹
介 

神
塚  

淑
子
（
名
古
屋
大
学
） 

 
 
 
 

 

閉
会
式
（
一
七
時
一
〇
分
） 

総 

会
（
一
七
時
二
〇
分
～
一
八
時
二
〇
分
） 

懇
親
会
（
一
八
時
三
〇
分
～
二
〇
時
三
〇
分
） 
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研
究
発
表
要
旨 

張
道
陵
以
前
儒
生
的
道
教 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

姜 
 

生
（
四
川
大
学
） 

 

古
人
の
信
仰
の
姿
は
往
々
に
し
て
彼
ら
の
墓
葬
中
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
漢
墓
は
、
画
像
石
を
は
じ
め
全
体
と
し
て
広
大
な
神
仙
世
界

を
構
築
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
先
に
死
し
後
に
蜕
す
」
と
い
う
尸
解
成
仙
信
仰
が
潜
蔵
し
て
い
る
。
前
漢
末
期
以
来
、
儒
生
は
、
戦
国
期

以
来
の
死
後
に
お
け
る
生
命
の
変
換
を
後
押
し
す
る
尸
解
信
仰
を
受
け
入
れ
、
春
秋
の
大
義
と
黄
老
道
を
援
用
し
て
そ
の
思
想
的
根
拠
と

し
，
両
者
を
有
機
的
に
結
合
さ
せ
て
新
し
い
信
仰
体
系
を
造
り
上
げ
た
。
か
く
し
て
、
戦
国
秦
漢
の
「
形
解
銷
化
の
術
」
は
、「
志
士
仁
人
」

が
死
後
に
「
得
道
成
仙
」
す
る
と
い
う
信
仰
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
、
漢
初
の
「
陰
陽
の
大
順
に
因
り
、
儒
墨
の
善
を
采
る
」

（「
論
六
家
要
指
」）
と
こ
ろ
の
「
道
者
」
の
集
団
的
神
仙
信
仰
は
、
儒
家
道
徳
の
規
範
と
融
合
し
て
儒
生
の
道
教
と
な
っ
て
両
漢
社
会
に
盛

行
し
、
同
時
に
そ
れ
が
墓
葬
中
に
体
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

尸
解
信
仰
に
基
づ
く
漢
墓
の
画
像
は
、
忠
孝
節
義
や
英
雄
主
義
を
謳
い
上
げ
て
い
る
。
漢
儒
は
古
来
の
聖
賢
、
忠
孝
、
節
義
、
英
雄
を
選

ん
で
仙
と
し
、
仙
譜
に
よ
っ
て
階
層
づ
け
た
。
そ
こ
に
漢
代
社
会
の
理
想
が
強
烈
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
子
路
な
ど
は
、
西
王
母
の
も
っ
と

も
早
期
の
配
神
に
さ
え
選
ば
れ
て
い
る
。 



9 
 

「
先
死
后
蜕
」
の
信
仰
の
仕
組
み
は
、
漢
代
の
鬼
を
「
希
望
の
あ
る
鬼
」
に
し
た
。
気
の
本
体
論
に
依
拠
す
る
漢
代
の
宇
宙
観
と
生
命
観

は
、
す
べ
て
の
漢
墓
を
地
下
世
界
に
お
い
て
死
者
の
魂
と
魄
と
が
再
び
結
合
し
て
「
復
形
」
が
実
現
さ
れ
る
特
異
な
時
空
に
変
え
た
。
漢
代

人
の
信
仰
思
想
に
よ
れ
ば
、
墓
室
は
「
煉
形
の
宮
」
で
あ
り
、
死
者
は
墓
中
で
の
「
太
陰
煉
形
」
を
経
て
「
尸
解
仙
」
と
な
る
。
漢
墓
中
に

出
现
し
た
多
数
の
神
格
と
仙
真
は
、
死
者
の
煉
仙
過
程
に
根
拠
を
与
え
、
死
者
が
仙
人
の
仲
間
入
り
を
す
る
こ
と
を
保
障
し
た
。 

漢
墓
か
ら
出
现
し
た
大
量
の
天
倉
と
庖
厨
の
画
面
は
， 

「
鬼
も
な
お
食
を
求
め
る
」
と
い
う
古
い
思
想
が
こ
こ
で
は
新
し
い
高
み
に
到

達
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
漢
墓
中
，
鬼
に
供
さ
れ
る
飲
食
物
は
す
で
に
変
化
し
て
、
神
仙
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
死
者
が
享
受
で
き

る
仙
薬
の
玉
液
瓊
浆
と
な
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
馬
王
堆
漢
墓
の
Ｔ
形
帛
画
と
棺
飾
か
ら
後
漢
墓
中
の
各
種
の
画
像
に
至
る
ま
で
、
の
ち
の
道
教
信
仰
の
内
実
が
す
べ
て
具

わ
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
，
漢
墓
画
像
中
に
は
强
烈
な
「
中
国
」
優
越
観
念
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。 

漢
か
ら
唐
に
至
る
千
年
間
の
最
も
貴
重
な
思
想
的
財
産
は
ま
さ
し
く
こ
こ
に
こ
そ
存
在
す
る
。
か
つ
て
の
文
化
的
断
裂
や
観
念
の
阻
隔
に

よ
っ
て
、
漢
代
の
思
想
的
遺
産
に
は
誤
解
さ
れ
忘
れ
去
ら
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
今
日
、
大
量
に
出
土
し
た
漢
墓
の
図
像
資
料
と
文

献
資
料
を
基
礎
と
し
、
そ
れ
を
補
助
す
る
に
伝
世
史
料
と
早
期
道
教
文
献
を
も
っ
て
し
た
上
で
、
宗
教
研
究
の
视
角
と
方
法
に
よ
っ
て
、

「
大
道
に
合
す
」（
司
馬
談
「
論
六
家
要
指
」）
こ
と
を
最
高
の
目
標
に
し
た
両
漢
の
神
仙
信
仰
の
内
実
、
す
な
わ
ち
、
張
道
陵
以
前
の
「
道
」

を
最
高
の
信
仰
対
象
と
す
る
宗
教
形
態
を
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
が
す
で
に
可
能
と
な
っ
て
い
る
。 
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『
大
洞
真
経
』
の
再
検
討 

 

 

垣
内 

智
之
（
大
阪
市
立
大
学
） 

  

興
寧
二
年
（
三
六
四
）、
許
氏
父
子
と
霊
媒
楊
羲
の
も
と
に
南
嶽
夫
人
魏
華
存
を
は
じ
め
と
す
る
真
霊
た
ち
が
降
臨
し
、
そ
の
口
授
を
通

じ
て
上
清
経
が
開
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
、
王
霊
期
に
よ
る
造
作
な
ど
も
経
な
が
ら
、
上
清
経
典
群
と
呼
ぶ
べ
き
一
群
の
経
典

群
が
形
成
さ
れ
る
に
至
る
の
だ
が
、
上
清
経
開
示
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
魏
華
存
は
『
大
洞
真
経
』
の
読
誦
に
よ
っ
て
昇
仙
を
成
し
遂
げ

た
人
物
で
あ
る
と
す
る
伝
説
（「
晋
紫
虚
元
君
領
上
真
司
命
南
嶽
夫
人
魏
夫
人
仙
壇
碑
銘
」）
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
と
お
り
、『
大
洞
真
経
』

が
上
清
経
典
群
の
な
か
で
特
別
な
位
置
を
占
め
る
と
い
う
観
念
は
、
ひ
ろ
く
共
有
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

 

そ
も
そ
も
経
は
、
本
来
、
天
界
に
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
何
ら
か
の
契
機
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
人
間
界
に
も
た
ら
さ
れ
る
と
さ

れ
て
い
た
。『
真
誥
』
巻
五
「
道
授
」
に
は
数
十
点
の
経
名
が
列
挙
さ
れ
る
一
方
、「
在
世
」
と
注
記
さ
れ
る
も
の
が
わ
ず
か
数
例
に
と
ど
ま

る
の
も
、
こ
う
し
た
観
念
を
反
映
し
た
も
の
と
言
え
る
。
そ
う
し
た
な
か
、『
大
洞
真
経
』
が
数
少
な
い
「
在
世
」
の
経
に
数
え
ら
れ
て
い

る
と
い
う
事
実
は
、
該
経
が
早
い
時
期
に
書
物
と
し
て
の
実
体
を
備
え
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
も
、『
大
洞
真
経
』
の
読
誦

に
よ
る
昇
仙
と
い
う
伝
説
が
流
布
し
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
そ
れ
は
読
誦
す
る
に
相
応
し
い
形
式
の
経
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が

自
然
で
あ
る
。 
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し
か
し
な
が
ら
、
一
般
に
そ
の
系
譜
を
引
く
と
考
え
ら
れ
る
道
蔵
所
収
の
『
上
清
大
洞
真
経
』
に
せ
よ
、『
大
洞
玉
経
』
に
せ
よ
、
一
部

が
韻
文
で
構
成
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
全
体
の
構
成
は
複
雑
で
、
お
よ
そ
読
誦
す
る
に
は
不
向
き
な
も
の
に
見
え
る
。
し
か
も
、
韻
文
の

周
囲
に
は
、
神
々
の
名
が
鏤
め
ら
れ
た
散
文
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
他
の
多
く
の
上
清
経
の
成
書
を
待
た
ね
ば
説
き
得
な
い
内

容
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
道
蔵
所
収
の
も
の
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
の
成
書
時
期
は
、
情
報
源
と
な
っ
た
他
の
上
清
経
の

成
書
よ
り
明
ら
か
に
後
れ
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

  

つ
ま
り
、
現
行
本
は
、
魏
華
存
が
読
誦
し
た
も
の
と
し
て
尊
崇
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
〈
原
初
の
『
大
洞
真
経
』〉
と
は
、
内
容
面
で
大
き
な

断
絶
を
有
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。〈
原
初
の
『
大
洞
真
経
』〉
は
果
た
し
て
実
在
し
た
の
か
。
実
在
し
た
と
す
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
如
何
な
る
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
痕
跡
は
ど
こ
に
見
い
だ
し
得
る
の
か
。
そ
し
て
、
現
行
本
の
よ
う
な
体
裁
の
も
の

が
『
大
洞
真
経
』
と
し
て
道
蔵
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
こ
う
し
た
疑
問
に
向
き
合
う
た
め
に
、
先
行
研
究
の
成

果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ま
ず
は
基
本
的
な
確
認
作
業
を
通
じ
て
、
発
表
者
な
り
に
周
辺
資
料
を
辿
り
直
し
て
整
理
し
て
み
た
い
と
思
う
。 
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道
教
の
傳
經
儀
禮
に
お
け
る
臨
壇
三
師
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

金 

志
玹
（
ソ
ウ
ル
大
学
） 

 

本
発
表
で
は
道
教
の
體
系
化
と
經
典
の
傳
授
儀
禮
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
道
教
が
佛
教
を
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
意
識
し
な
が

ら
樣
々
な
儀
禮
を
整
備
し
て
い
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
か
か
る
道
教
儀
禮
に
つ
い
て
、
單
な
る
佛
教
儀
禮
の
模
倣
と
み
る
の

で
は
な
く
、
道
教
的
特
色
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
道
佛
交
渉
史
を
理
解
す
る
上
で
も
、
ま
た
中
國
の
宗

教
文
化
を
理
解
す
る
上
で
も
重
要
な
問
題
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

六
朝
時
代
の
中
國
佛
教
に
お
い
て
受
戒
儀
式
の
定
立
が
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
道
教
に
お
い
て
は
經
典
傳
授
の
儀
禮
が
發

達
し
た
。
そ
の
よ
う
な
傳
經
の
儀
禮
化
と
と
も
に
「
師
」
の
役
割
は
多
樣
に
分
化
し
、
經
典
傳
授
に
お
い
て
、
二
種
類
の
「
三
師
」
が
成
立

し
た
。
そ
の
一
つ
は
、
傳
授
さ
れ
る
經
典
の
權
威
と
正
統
性
を
担
保
す
る
傳
授
系
譜
上
の
三
師
、
す
な
わ
ち
經
師
・
籍
師
・
度
師
の
三
師
で

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
嘗
て
考
察
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
本
發
表
で
は
も
う
一
つ
の
三
師
の
問
題
を
扱
う
。
そ
れ
は
經
典
が
傳
授
さ

れ
る
儀
禮
の
場
に
お
い
て
壇
上
に
登
る
「
臨
壇
三
師
」、
す
な
わ
ち
保
擧
・
監
度
・
度
師
で
あ
る
。 
 

一
〇
二
五
年
、
北
宋
真
宗
の
皇
后
、
章
獻
皇
后
が
行
っ
た
受
籙
儀
禮
の
記
録
に
は
、
道
壇
に
臨
ん
で
儀
禮
を
執
り
行
っ
た
臨
壇
保
擧
・
臨

壇
監
度
・
臨
壇
度
師
の
三
人
の
姓
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
授
籙
や
傳
經
の
際
に
壇
に
臨
む
三
師
を
た
て
る
規
定
は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
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も
の
か
。
臨
壇
三
師
は
、
佛
教
の
受
戒
儀
式
に
お
け
る
三
師
（
和
上
・
阿
闍
利
・
教
師
）
に
對
應
す
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
佛
教
の
そ
れ
と

完
全
に
一
致
は
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
三
師
の
規
定
が
い
つ
は
じ
ま
っ
た
か
は
、「
保
擧
」・「
監
度
」
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
淵
源
を

持
っ
て
い
る
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。 

 
本
發
表
で
は
、
道
教
の
臨
壇
三
師
の
淵
源
が
四
世
紀
末
〜
五
世
紀
の
道
教
經
典
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
歴
史
上
「
臨
壇
三
師
」
が

傳
經
儀
式
に
立
て
ら
れ
た
實
例
と
、「
臨
壇
三
師
」
に
關
す
る
科
儀
文
獻
の
檢
討
を
通
じ
て
、
傳
經
儀
禮
に
お
け
る
三
師
の
役
割
に
つ
い
て

考
察
す
る
。 

 

「
臨
壇
三
師
」
の
な
か
の
「
保
擧
」
は
、
上
清
經
の
母
胎
で
あ
っ
た
内
傳
類
に
お
い
て
、
仙
人
と
な
る
人
物
を
「
保
證
す
る
神
仙
」
を
意

味
す
る
。
こ
れ
は
、
六
朝
の
官
僚
推
薦
制
度
に
あ
る
「
薦
擧
の
保
證
人
」
觀
念
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
監
度
」
は
、
上
清
經
や
靈

寶
經
に
お
い
て
道
教
修
行
者
を
監
察
す
る
神
仙
を
意
味
す
る
。 

 

壇
に
登
る
「
三
師
」
の
規
定
を
定
め
た
の
は
劉
宋
の
陸
修
靜
で
あ
り
、
三
師
の
名
は
傳
經
の
證
人
と
し
て
經
典
と
と
も
に
傳
授
さ
れ
た
。

現
在
の
道
藏
の
な
か
に
も
そ
の
痕
跡
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
臨
壇
三
師
を
た
て
て
授
籙
し
た
歴
史
的
な
実
例
と
し
て
は
、
七
七
一
年
金

仙
・
玉
真
公
主
の
受
度
の
際
に
史
崇
が
「
臨
壇
大
徳
証
法
三
師
」
の
一
人
と
し
て
た
て
ら
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
五
世
紀

以
降
、
道
教
に
お
い
て
、
儀
禮
の
空
間
と
し
て
「
壇
」
が
重
視
さ
れ
、
傳
經
の
儀
禮
に
三
師
が
実
際
に
機
能
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で

あ
る
。 
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『
莊
子
口
義
』
と
禪
に
つ
い
て 
 

坂
内 

榮
夫
（
岐
阜
大
学
） 

 

從
來
か
ら
禪
思
想
の
形
成
に
老
莊
思
想
と
の
思
想
的
關
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
即
ち
、「
不
立
文
字
」
や
「
以
心
傳
心
」「
見
性
成

佛
」
な
ど
の
禪
的
思
考
の
形
成
に
は
、
老
莊
思
想
の
存
在
と
そ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
言
う
も
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
禪
的
思

考
の
成
立
に
あ
た
っ
て
の
老
莊
思
想
の
存
在
と
影
響
は
、
お
そ
ら
く
は
否
定
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
老
莊
思
想
と
禪

の
關
係
を
通
時
的
に
考
え
て
み
る
に
、
奇
妙
な
こ
と
で
あ
る
が
、
禪
宗
が
確
立
し
體
制
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
き
た
宋
代
以
降
に
な
る
と
、

今
度
は
逆
に
莊
子
が
禪
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
か
、
莊
子
の
中
に
禪
的
な
思
想
を
見
よ
う
と
す
る
態
度
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

朱
子
の
次
の
よ
う
な
發
言
は
象
徴
的
で
あ
ろ
う
。 

蔡
（
季
通
）「
先
に
先
生
が
「
庚
桑
子
の
一
篇
は
す
べ
て
が
禪
で
あ
る
。」
と
お
っ
し
ゃ
る
の
を
聞
き
ま
し
た
が
、
今
讀
ん
で
み
る

と
、
果
た
し
て
そ
う
で
し
た
。」 

朱
子
「
そ
の
他
に
も
禪
風
の
話
は
あ
る
の
だ
が
、
た
だ
こ
の
一
篇
は
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
禪
の
話
の
み
な
の
だ
。」（『
朱
子
語 

類
』
卷
一
二
五
「
老
莊
列
子
」） 
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こ
の
よ
う
な
『
莊
子
』
を
禪
に
引
き
つ
け
て
解
釋
す
る
（「
以
禪
解
莊
」）
態
度
の
著
し
い
注
釋
書
の
最
も
初
期
の
例
と
考
え
ら
れ
る
の

が
、
南
宋 

林
希
逸
『
莊
子
鬳
齋
口
義
』
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
回
の
發
表
で
は
、『
莊
子
鬳
齋
口
義
』
を
一
つ
の
實
例
と
し
て
『
莊
子
』

に
見
え
る
ど
の
よ
う
な
思
考
が
禪
と
同
一
視
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
、『
莊
子
』
と
禪
の
親
近
性
と
そ
の
相
違
に
つ
い
て
少
し
考
え
て

見
た
い
。 

 

付
記 

『
朱
子
語
類
』
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
書
を
參
考
に
し
た
。 

 

『
朱
子
語
類
』
譯
注 

卷
一
二
五 

 

山
田 

俊
譯 

汲
古
書
院 

二
〇
一
三 

        



16 
 

鉛
汞
小
考 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

加
藤 

千
恵
（
立
教
大
学
） 

 

『
周
易
参
同
契
』
は
後
漢
の
魏
伯
陽
の
作
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
事
実
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
成
立
し
て
か
ら
数
百
年
間
、
ほ
と
ん
ど
誰

に
も
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
の
書
物
が
、
唐
代
に
な
る
と
、
一
転
し
て
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
こ
の
問
題
を
考
え

る
う
ち
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
が
、
煉
丹
術
に
お
け
る
代
表
的
な
薬
材
で
あ
る
鉛
と
汞
（
水
銀
）
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
き

た
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
問
題
は
煉
丹
術
の
成
立
と
変
遷
を
読
み
解
く
鍵
と
な
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。 

鉛
と
汞
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
丹
薬
を
煉
る
方
法
は
、
す
で
に
『
抱
朴
子
』
黄
白
篇
に
見
え
、
そ
れ
以
降
の
煉
丹
術
書
に
も
散
見
さ
れ
る
。
ま

た
、
唐
代
に
は
実
際
に
鉛
と
汞
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
丹
薬
が
服
用
さ
れ
、
鉛
汞
の
語
は
煉
丹
術
の
代
名
詞
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
（
韓
愈
「
故
太
学
博
士
李
君
墓
誌
銘
」、
白
居
易
「
思
旧
」
な
ど
）。
唐
代
以
前
の
煉
丹
術
（
外
丹
）
書
に
見
え
る
鉛
と
汞
は
、
陰
陽
と

し
て
の
役
割
が
意
識
さ
れ
て
い
る
文
献
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
鉛
も
汞
も
調
合
さ
れ
る
複
数
の
薬
材
の
う
ち
の
一
つ
で
し
か
な

く
、
そ
の
配
合
の
比
率
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
唐
末
以
降
に
成
立
し
た
い
く
つ
か
の
煉
丹
術
（
内
丹
お
よ
び
外
丹
）
書
に
お
い

て
は
、
鉛
と
汞
を
象
徴
的
な
一
対
の
陰
陽
の
薬
材
と
し
て
各
八
両
ず
つ
を
合
一
さ
せ
る
と
い
う
方
法
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
説
は
『
周
易
参

同
契
』
中
の
い
く
つ
か
の
異
な
る
要
素
を
組
み
合
わ
せ
て
新
た
に
構
築
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 
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薬
害
の
顕
在
化
も
あ
り
、
唐
末
に
な
る
と
外
丹
は
下
火
に
な
り
、
代
わ
っ
て
内
丹
が
隆
盛
の
兆
し
を
見
せ
る
。
一
方
で
、
薬
害
に
よ
っ
て

揺
ら
ぎ
か
け
て
い
た
鉛
と
汞
に
対
す
る
信
頼
を
取
り
戻
す
べ
く
、
外
丹
も
ま
た
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

の
際
に
、
内
外
丹
と
も
『
周
易
参
同
契
』
に
そ
の
理
論
的
根
拠
を
見
出
し
、
理
論
の
整
備
を
謀
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

『
周
易
参
同
契
』
に
お
い
て
、
鉛
と
汞
は
そ
れ
ぞ
れ
重
視
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
現
存
す
る
本
文
に
こ
の
二
つ
の
鉱
物
の
融
合
は
説
か

れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
唐
代
以
降
の
い
く
つ
か
の
注
は
『
周
易
参
同
契
』
の
主
旨
を
鉛
と
汞
の
交
合
と
し
て
お
り
、
今
日
な
お
、
そ
れ

ら
の
注
に
よ
る
解
釈
が
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

内
丹
と
外
丹
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、『
周
易
参
同
契
』
に
見
え
る
陰
陽
二
薬
と
『
黄
庭
経
』

に
見
え
る
日
月
二
気
と
の
関
連
性
を
示
唆
す
る
文
献
も
あ
る
こ
と
か
ら
（
唐
「
日
月
元
枢
論
」）、『
周
易
参
同
契
』
の
理
論
を
受
け
入
れ
る

土
台
が
整
っ
て
い
た
の
は
、
む
し
ろ
内
丹
の
前
身
と
も
い
え
る
六
朝
時
代
の
存
思
・
服
気
法
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 

と
く
に
宋
代
以
降
に
成
立
し
た
煉
丹
術
（
内
丹
お
よ
び
外
丹
）
書
に
は
、『
周
易
参
同
契
』
を
換
骨
奪
胎
し
た
理
論
を
具
え
て
い
る
も
の
が

多
く
見
ら
れ
る
。
北
宋
の
『
丹
論
訣
旨
心
鑑
』
も
そ
の
よ
う
な
新
し
い
タ
イ
プ
の
外
丹
書
の
一
つ
で
あ
る
が
、「
薬
を
用
い
ず
五
行
を
用
い

よ
」
と
主
張
し
、
理
論
ば
か
り
が
説
か
れ
、
丹
薬
煉
成
の
手
順
の
説
明
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
外
丹
説
は
、
理
論
の
構
築
が
目
的
と
な
り
、

も
は
や
実
践
を
旨
と
す
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
内
丹
か
外
丹
か
の
区
別
の
つ
か
な
い
経
典
が
存
在
す
る
の
は
、

存
思
か
ら
内
丹
へ
の
転
換
点
と
、
実
践
的
外
丹
か
ら
理
論
的
外
丹
へ
の
転
換
点
と
が
、
ほ
ぼ
重
な
り
合
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。 
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内
丹
と
築
壇 

― 

翁
葆
光
の
『
悟
真
篇
』
解
釈
と
そ
の
展
開 

 
 
 

 

野
村 

英
登
（
二
松
学
舍
大
学
） 

 

『
悟
真
篇
』
の
代
表
的
な
注
釈
者
で
あ
る
南
宋
の
翁
葆
光
は
、
内
丹
の
煉
成
過
程
を
「
強
兵
戦
勝
之
術
」「
富
国
安
民
之
法
」「
神
仙
抱
一

之
道
」
の
三
段
階
に
分
け
、
詩
篇
全
体
を
統
一
的
に
解
釈
し
よ
う
と
試
み
て
お
り
、
そ
の
概
要
を
注
釈
と
は
別
に
『
紫
陽
眞
人
悟
真
直
指
詳

説
三
乘
秘
要
』
に
ま
と
め
て
述
べ
て
い
る
。
翁
葆
光
は
張
伯
端
が
既
存
の
修
行
法
を
お
し
な
べ
て
否
定
し
た
の
を
踏
襲
し
、
特
に
金
丹
の

材
料
を
問
題
と
し
た
。「
金
石
草
木
」
の
よ
う
な
大
地
か
ら
産
出
さ
れ
る
も
の
や
、「
精
神
気
血
」
の
よ
う
な
人
体
か
ら
採
取
で
き
る
も
の

は
、
天
地
が
生
ま
れ
て
以
降
に
で
き
た
残
り
か
す
と
し
て
否
定
し
た
。
神
仙
の
よ
う
な
永
遠
の
存
在
に
な
る
た
め
に
は
、
天
地
が
生
ま
れ

る
よ
り
も
前
に
存
在
し
、
そ
れ
故
に
こ
の
世
界
を
生
み
出
す
力
を
も
つ
、
先
天
の
気
を
材
料
と
し
て
金
丹
を
煉
成
す
る
し
か
な
い
。
翁
葆

光
は
そ
の
先
天
の
気
を
体
外
か
ら
採
取
す
る
こ
と
を
説
い
て
お
り
、
そ
の
方
法
が
第
一
段
階
の
「
強
兵
戦
勝
之
術
」
で
あ
っ
た
。
翁
葆
光
は

「
強
兵
戦
勝
之
術
」
に
関
し
、「
夫
れ
此
の
金
丹
を
煉
ず
る
に
は
、
先
ず
名
山
福
地
を
求
め
、
次
に
丹
室
數
椽
を
創
る
。
壇
築
三
層
、
劍
卓

四
面
。
之
に
懸
ぐ
る
に
鏡
を
以
て
す
」
と
道
壇
を
築
い
た
上
で
、「
每
に
中
秋
初
夜
一
陽
動
の
時
を
以
て
、
坐
し
て
魁
罡
を
鎮
め
、
壇
升
る

こ
と
三
級
…
…
、
一
時
辰
な
ら
ず
し
て
、
立
ち
に
金
丹
を
獲
て
口
に
入
る
。
戰
勝
の
術
著
わ
る
な
り
。」
と
、
八
月
十
五
日
の
夜
に
道
壇
に

登
り
、
そ
の
場
で
金
丹
を
煉
成
す
る
こ
と
だ
と
説
い
て
い
る
。 
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こ
の
翁
葆
光
が
説
く
内
丹
の
煉
成
過
程
を
詩
と
図
で
祖
述
し
た
『
金
液
還
丹
印
證
圖
』
と
い
う
文
献
が
あ
る
。
同
書
の
道
蔵
本
に
は
注

釈
が
な
い
も
の
の
、
別
に
明
代
の
注
釈
が
二
つ
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
、
陸
西
星
に
よ
る
『
龍
眉
子
金
丹
印
証
詩
測
疏
』（
蔵
外
道
書

巻
五
）
で
は
、
築
壇
の
制
度
は
『
許
真
人
石
凾
記
』
に
も
と
づ
く
と
し
、「
蓋
し
古
仙
の
修
煉
、
天
元
大
丹
の
制
度
な
り
」
と
結
論
す
る
。

『
許
真
人
石
凾
記
』
は
従
来
外
丹
の
書
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
天
元
、
天
に
金
丹
の
材
料
を
求
め
る
方
法
を
説
く
も
の

で
、
地
元
（
外
丹
黄
白
術
の
類
）
と
も
人
元
（
房
中
術
や
周
天
法
の
類
）
と
も
み
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
陸
西
星
よ
り
も

早
く
に
活
躍
し
て
い
た
涵
蟾
子
と
い
う
人
物
の
編
纂
に
よ
る
『
諸
真
玄
奥
集
成
』（『
金
丹
正
理
大
全
』
に
収
録
）
に
は
、
彼
自
身
が
注
釈
し

た
『
金
液
還
丹
思
金
圖
發
微
』
が
第
五
巻
に
、
最
終
第
九
巻
に
は
『
許
真
人
石
凾
記
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
二
つ
の
文
献

は
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
明
代
に
は
考
え
ら
れ
て
い
た
。
許
真
人
、
許
遜
の
信
仰
が
南
宋
に
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

が
、『
悟
真
篇
注
疏
』
の
陳
達
霊
序
で
は
、
南
宋
の
時
代
に
悟
真
篇
の
継
承
に
よ
り
神
仙
と
成
る
者
が
相
次
い
で
現
れ
る
こ
と
を
許
遜
が
予

言
し
て
い
た
と
し
、
翁
葆
光
を
そ
の
一
人
に
数
え
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
こ
れ
ら
の
諸
文
献
に
よ
っ
て
翁
葆
光
の
築
壇
の
技
法
が
後
代
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
た
か
を
論
じ
、
そ
れ
を
手

が
か
り
と
し
て
、
彼
の
説
く
先
天
の
一
気
の
正
体
と
そ
の
採
取
法
の
解
明
を
試
み
た
い
。 
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元
代
の
医
家
と
儒
医 

― 

龍
谷
大
学
所
蔵
『
家
伝
日
用
本
草
』
を
て
が
か
り
と
し
て 

 
 

谷
口 

 

綾
（
日
本
体
育
大
学
） 

 

龍
谷
大
学
の
写
字
台
文
庫
に
は
、
本
願
寺
歴
代
宗
主
が
蒐
集
し
伝
持
し
た
書
籍
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
医
薬
・
本
草
な
ど
自

然
科
学
分
野
の
和
漢
籍
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
四
年
に
は
じ
ま
る
古
典
籍
調
査
で
よ
う
や
く
そ
の
全
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
成
果
は

『
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
和
漢
古
典
籍
分
類
目
録 

自
然
科
学
之
部
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
中
に
、『
家
伝
日
用
本
草
』
と
い
う
書
籍
が
あ
る
。
こ
れ
は
元
代
の
医
家
・
呉
瑞
な
る
人
物
が
、
当
時
の
飲
食
物
約
五
百
四
十
余
種

の
効
能
等
を
八
巻
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
元
・
天
暦
二
年
（
一
三
二
九
に
は
じ
め
て
刊
行
さ
れ
た
。
写
字
台
の
そ
れ
は
、
明
・
嘉
靖
四
年

（
一
五
二
五
）
に
、
呉
瑞
か
ら
七
世
代
の
ち
の
子
孫
で
あ
る
呉
鎮
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
明
版
だ
が
、
元
版
が
失
わ
れ
た
い
ま
、
旧
姿
を
と

ど
め
る
国
内
外
で
唯
一
の
８
巻
本
で
あ
る
こ
と
が
、
か
か
る
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。 

 

さ
て
、
こ
の
本
草
書
が
編
ま
れ
た
元
時
代
、
こ
れ
を
前
後
す
る
十
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
は
、
中
国
医
学
史
上
で
発
展
の
画
期
と
さ
れ
、
そ

の
担
い
手
で
あ
る
儒
医
の
活
動
が
つ
と
に
注
目
を
集
め
て
き
た
。
こ
の
時
期
の
儒
医
に
つ
い
て
は
、
医
学
史
や
近
世
社
会
史
の
領
域
か
ら

多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
、
そ
の
歴
史
的
展
開
は
、
い
ま
や
総
合
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
つ
つ
あ
る
。 

で
は
、
こ
の
時
代
の
医
家
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
著
名
な
医
家
に
対
し
て
は
こ
れ
ま
で
に
そ
の
著
作
や
医
学
理
論
の
分
析
が
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進
め
ら
れ
、
近
年
で
は
社
会
医
療
史
の
観
点
か
ら
ひ
ろ
く
医
家
の
動
向
や
社
会
的
影
響
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
研
究
が
目
立
つ
。
そ
の
代

表
的
な
も
の
が
、
明
清
時
代
の
医
家
を
考
察
の
対
象
と
す
る
梁
其
姿
氏
、
邱
仲
麟
氏
、
謝
娟
氏
ら
の
研
究
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の

は
、
明
代
医
家
の
ル
ー
ツ
が
宋
～
元
代
に
多
く
求
め
ら
れ
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
時
に
、
近
世
医
家
の
社
会
的
基
盤
が
こ
の

時
期
に
築
か
れ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
見
解
は
医
家
の
軌
跡
を
た
ど
る
上
で
き
わ
め
て
示
唆
に
富
む
。 

宋
か
ら
金
元
に
か
け
て
、
国
家
は
民
間
や
宗
教
者
の
医
療
を
統
括
し
、
医
療
に
対
す
る
新
た
な
倫
理
観
や
制
度
を
確
立
し
て
い
っ
た
。

『
家
伝
日
用
本
草
』
は
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
ま
と
め
ら
れ
、
の
ち
明
代
半
ば
に
再
び
一
族
の
手
で
刊
行
さ
れ
た
。
近
世
医
学
の
展
開
に

医
家
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
ま
た
関
与
し
て
い
た
の
か
、
本
書
成
立
か
ら
刊
行
に
い
た
る
背
景
を
読
み
解
く
こ
と
は
、
当
時
の
医
家
の

実
状
を
探
る
こ
と
に
繋
が
る
。 

そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
書
誌
学
研
究
の
成
果
に
依
り
つ
つ
、『
家
伝
日
用
本
草
』
の
出
版
を
め
ぐ
る
状
況
を
探
り
、
本
書
の
性
格
を
い
ま

一
度
整
理
し
、
呉
瑞
ら
の
活
動
や
一
族
の
動
向
、
彼
ら
の
社
会
的
地
位
な
ど
の
諸
相
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
、
当
時
の
医
家
と
儒
医
と

の
関
係
に
も
触
れ
、
両
者
が
ど
の
よ
う
に
相
互
に
関
連
し
次
代
へ
展
開
し
て
い
く
の
か
、
こ
う
し
た
問
題
も
併
せ
て
考
え
て
み
た
い
。 
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「
墨
杘
谷
」
か
ら
「
雉
衡
山
」
へ 

― 

楊
爾
曾
の
道
教
系
出
版
事
業
と
明
代
女
仙
信
仰 

 

 

頼 

思
妤
（
東
京
大
学
大
学
院
） 

 

明
末
の
知
識
人
で
あ
る
楊
爾
曾
は
、
道
教
の
中
で
も
世
俗
傾
向
を
と
る
浄
明
忠
孝
道
の
信
徒
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
、
儒
商
を
生
業
と

す
る
知
識
人
で
も
あ
り
、『
新
鐫
仙
媛
紀
事
』
な
ど
い
く
つ
か
の
重
要
な
道
教
系
の
書
物
を
出
版
し
た
。 

万
暦
十
八
年
、
楊
爾
曾
が
最
初
に
撰
録
し
た
道
教
に
関
す
る
作
品
で
あ
る
『
狐
媚
藂
談
』
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
序
文
に
は
「
墨
杘
子
」

と
い
う
号
が
見
え
る
。
こ
の
時
の
印
刷
は
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
高
い
技
術
を
用
い
て
い
な
か
っ
た
。
の
ち
万
暦
三
十
年
に
出
版
さ
れ
た
『
仙
媛

紀
事
』
と
万
暦
三
十
一
年
に
刊
刻
、
三
十
二
年
に
出
版
さ
れ
た
『
出
像
許
真
君
浄
明
宗
教
録
』
は
、
そ
の
図
像
に
高
名
な
黄
家
の
版
画
技
術

を
採
用
し
て
お
り
、
徽
派
版
画
の
重
要
な
芸
術
作
品
と
見
な
し
得
る
。『
仙
媛
紀
事
』
の
撰
録
時
点
か
ら
、「
雉
衡
山
」
の
号
が
し
ば
し
ば
用

い
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
上
、『
仙
媛
紀
事
』
を
皮
切
り
に
、
出
版
書
物
の
質
が
向
上
す
る
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。『
仙
媛
紀
事
』
は
女
仙
伝
記

集
の
中
で
最
も
分
量
が
多
く
、
初
め
て
の
挿
絵
入
り
の
も
の
で
あ
る
等
、
明
代
の
出
版
文
化
や
道
教
思
想
を
考
え
る
上
で
注
目
す
べ
き
文

献
で
あ
る
。
ま
た
、
従
来
、
道
教
の
女
仙
伝
記
集
な
ど
の
神
仙
伝
記
は
、
道
士
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、『
仙
媛
紀
事
』

は
文
人
に
よ
っ
て
撰
述
・
記
録
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。『
出
像
許
真
君
浄
明
宗
教
録
』
は
浄
明
忠
孝
道
の
重
要
な
書
物
で
あ
り
、

彼
自
身
が
許
遜
の
弟
子
と
称
し
、
入
道
の
逸
話
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
万
暦
三
十
七
年
に
出
版
さ
れ
た
『
新
鐫
海
内
奇
觀
』
に
は
、
道
教
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の
神
聖
空
間
な
ど
も
記
さ
れ
、
広
く
流
伝
し
た
。
そ
の
後
、
十
数
年
を
経
て
、
天
啓
三
年
に
、
壮
年
の
楊
氏
は
刊
刻
精
美
な
『
繡
像
韓
湘
子

全
傳
』
を
出
版
し
た
。
そ
の
内
容
は
道
教
の
韓
湘
子
が
点
化
を
受
け
た
由
来
及
び
修
行
の
過
程
を
、
い
き
い
き
と
描
き
出
す
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
こ
で
は
、「
墨
杘
谷
」
と
「
雉
衡
山
」
と
い
う
、「
谷
」
と
「
山
」
を
含
む
二
つ
の
空
間
名
が
記
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
寓
意
を
象

徴
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
号
と
題
材
の
変
遷
に
は
、
楊
爾
曾
の
人
生
の
経
歴
、
特
に
道
教
が
彼
に
も
た
ら
し
た
影
響
や
、
彼
の
信
仰
に
対

す
る
思
考
の
変
化
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。 

楊
爾
曾
の
出
版
物
の
う
ち
、『
仙
媛
紀
事
』
は
女
仙
伝
記
史
に
お
い
て
新
た
な
局
面
を
作
り
出
し
た
が
、
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
書
物
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
明
代
の
女
仙
は
そ
れ
以
前
の
時
代
と
は
異
な
る
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
を
切
り
開
い
た
と
い
う
視

点
に
基
づ
き
、
女
仙
を
研
究
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
資
料
で
あ
る
『
仙
媛
紀
事
』
に
着
眼
し
て
、
道
教
に
お
け
る
女
仙
像
の
移
り
変
わ
り

に
つ
い
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
み
る
。
さ
ら
に
楊
爾
曾
の
道
教
系
の
出
版
事
業
、
自
称
す
る
号
の
変
遷
と
、『
仙
媛
紀
事
』
の
成
書
に
つ

い
て
検
討
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
例
と
し
て
、
明
代
の
女
仙
信
仰
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
道
教
系
の
書
物
を
撰
録
・
出
版
す
る
こ

と
に
、
仏
教
等
も
含
む
信
仰
に
お
け
る
晩
明
独
自
の
「
通
俗
化
」
の
雰
囲
気
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
察
し
た
い
。 
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「
新
宝
巻
」
に
み
え
る
信
仰
の
あ
り
か
た 

― 

孤
魂
と
免
災 

― 
 
 
 
 
 
 

 

松
家 

裕
子
（
追
手
門
学
院
大
学
） 

  

宝
巻
は
、
物
語
り
を
う
た
い
語
る
芸
能
あ
る
い
は
宗
教
儀
礼
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
宣
巻
」
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、
明

代
に
隆
盛
を
見
た
の
ち
、
清
に
入
っ
て
長
く
衰
え
、
十
九
世
紀
後
半
、
清
の
咸
豊
年
間
前
後
か
ら
再
び
テ
キ
ス
ト
の
生
産
が
盛
ん
に
な
っ

て
、
抄
本
・
刊
本
・
石
印
本
な
ど
大
量
の
テ
キ
ス
ト
が
生
産
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
清
代
後
期
以
降
の
、
澤
田
瑞
穂
の
い
わ
ゆ
る
「
新
宝
巻
」
は
、

二
十
世
紀
後
半
、
中
華
人
民
共
和
国
の
政
策
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
途
絶
え
た
か
に
見
え
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
よ
り
そ
の
宣
巻
が
ふ
た
た

び
盛
ん
に
行
わ
れ
は
じ
め
、
現
在
も
中
国
の
主
と
し
て
江
南
の
農
村
に
、
民
間
の
宝
巻
テ
キ
ス
ト
が
大
量
に
そ
し
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
に

流
布
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
わ
け
て
も
浙
江
省
紹
興
郊
外
農
村
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
宣
巻
は
、
物
語
り
の
前
後
に
迎
神
、
厄
払
い
、

送
神
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
宗
教
儀
礼
と
し
て
の
か
た
ち
を
よ
く
保
持
し
て
、
宝
巻
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
社
会
的
機
能
に
つ
い
て
、
多
く
の

情
報
を
与
え
て
く
れ
る
。 

 

発
表
者
は
、
磯
部
祐
子
さ
ん
（
富
山
大
学
）
の
調
査
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
く
か
た
ち
で
、
こ
の
紹
興
宣
巻
の
実
地
調
査
を
始
め
、
す
で

に
八
年
め
に
な
る
。
新
宝
巻
に
お
け
る
宗
教
の
混
淆
と
世
俗
化
に
つ
い
て
は
、
澤
田
瑞
穂
が
つ
と
に
指
摘
し
て
い
る
（『
増
補 

宝
巻
の
研

究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
、
三
十
七
－
三
十
八
頁
）
が
、
紹
興
宣
巻
に
お
け
る
宗
教
的
状
況
は
、
宣
巻
の
場
に
祀
ら
れ
る
神
、
物
語
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り
中
に
登
場
す
る
神
と
も
に
、
予
想
を
こ
え
て
錯
綜
し
て
い
た
。
ひ
と
つ
の
宝
巻
に
お
い
て
、
太
白
金
星
が
主
人
公
を
助
け
、
観
音
菩
薩
が

主
人
公
を
救
い
、
玉
皇
大
帝
が
悪
玉
に
懲
罰
を
与
え
る
こ
と
は
、
ご
く
一
般
的
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
宣
巻
で
招
き
よ
せ
ら
れ
る
の

は
、
宝
巻
中
に
登
場
す
る
神
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
宣
巻
に
お
け
る
信
仰
の
弱
化
、
世
俗
化
に
帰
す
る
人
が
多

い
。
し
か
し
、
大
量
の
新
宝
巻
の
テ
キ
ス
ト
が
生
み
出
さ
れ
、
ま
た
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
人
々
が
高
額
の
謝
金
を
支
払
い
、
宣
巻
を
行
な

っ
て
い
る
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
理
由
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。 

実
地
調
査
を
重
ね
る
う
ち
、『
太
平
宝
巻
』
と
い
う
宝
巻
に
出
会
っ
た
こ
と
を
端
緒
と
し
て
、
紹
興
宣
巻
全
体
に
「
孤
魂
（
横
死
し
た
人

の
浮
か
ば
れ
ぬ
魂
）
を
慰
め
る
」
と
い
う
機
能
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
一
方
、
宝
巻
の
読
み
解
き
（
文
献
調
査
）
に
お
い
て
も
、

儒
仏
道
と
い
っ
た
大
き
な
宗
教
に
焦
点
を
当
て
る
と
錯
綜
す
る
よ
う
に
見
え
る
も
の
の
、
た
と
え
ば
『
惜
穀
宝
巻
』
は
、「
勧
善
と
免
災
」

に
お
い
て
終
始
一
貫
す
る
な
ど
、
ひ
と
つ
の
信
仰
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
作
品
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ

あ
る
。 

 

本
発
表
で
は
、
紹
興
宣
巻
の
実
地
調
査
で
得
ら
れ
た
映
像
記
録
や
民
間
の
テ
キ
ス
ト
（
の
写
真
）
を
紹
介
し
な
が
ら
、
新
宝
巻
が
、
宗
教

的
に
錯
綜
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
な
が
ら
、「
孤
魂
の
慰
撫
」
あ
る
い
は
「
勧
善
と
免
災
」
と
い
っ
た
い
わ
ば
別
種
の
信
仰
に
支
え
ら
れ
、

文
学
と
し
て
も
一
定
の
価
値
を
有
す
る
作
品
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
示
し
た
い
。 
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『
太
乙
金
華
宗
旨
』
の
浄
明
起
源
問
題 

― 

清
初
常
州
に
お
け
る
呂
祖
乩
壇
信
仰
と
浄
明
派
の
関
係
か
ら 

黎 

志
添
（
香
港
中
文
大
学
道
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
長
） 

 
 

『
太
乙
金
華
宗
旨
』（
以
下
は
『
金
華
宗
旨
』
と
略
称
）
に
対
し
、
蒋
予
蒲
は
天
仙
派
、
閔
一
得
は
龍
門
派
に
属
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
主
張
を
し
て
い
た
が
、
こ
の
分
岐
は
明
ら
か
に
彼
ら
が
自
身
の
流
派
を
他
か
ら
識
別
す
る
必
要
か
ら
テ
キ
ス
ト
を
再
構
成
し
た
結
果

で
あ
り
、
再
構
成
の
論
述
も
教
派
の
教
理
に
よ
っ
て
異
な
る
。
森
由
利
亜
氏
や
モ
ニ
カ
・
エ
ス
ポ
ジ
ト
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
の
著
作
に
お
い
て

『
金
華
宗
旨
』
祖
本
各
種
の
再
構
成
の
歴
史
、
及
び
各
版
本
の
編
集
・
刊
行
の
過
程
に
生
じ
た
問
題
に
つ
い
て
論
述
し
た
。
論
者
が
興
味
を

持
っ
て
い
る
の
は
、
乾
隆
四
十
年
（
一
七
七
五
）
邵
志
琳
本
『
金
華
宗
旨
』
が
浄
明
派
に
淵
源
を
持
つ
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

 

蒋
予
蒲
と
閔
一
得
は
、
そ
れ
ぞ
れ
編
纂
し
た
版
本
に
お
い
て
『
金
華
宗
旨
』
と
浄
明
派
と
の
関
係
を
故
意
に
回
避
し
て
い
る
が
、『
金
華

宗
旨
』
の
原
本
に
あ
る
乩
示
は
、
実
際
に
は
康
煕
七
年
（
一
六
六
八
）
と
三
十
一
年
（
一
六
九
二
）、
毗
陵
郡
（
江
蘇
常
州
府
）
の
郡
治
武

進
城
内
（
現
在
の
常
州
市
）
に
お
い
て
呂
祖
が
降
乩
し
た
二
つ
の
乩
壇
で
起
き
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
邵
志
琳
本
に
付
す
十
四
篇
の
序

と
二
点
の
附
篇
、
及
び
一
篇
の
跋
文
は
、『
金
華
宗
旨
』
の
編
集
者
が
淨
明
道
を
信
奉
し
た
と
い
う
宗
教
的
事
実
を
明
示
し
て
い
る
。 

 

森
・
エ
ス
ポ
ジ
ト
両
氏
は
い
ず
れ
も
邵
志
琳
本
『
金
華
宗
旨
』
が
浄
明
派
に
由
來
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
エ
ス
ポ
ジ
ト
氏
は
「『
金
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華
宗
旨
』
が
も
と
も
と
浄
明
運
動
の
参
加
者
に
乩
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
も
う
一
度
強
調
し
た
い
」
と
述
べ
、
森
氏
も
同
様

に
『
金
華
宗
旨
』
の
編
集
者
が
浄
明
道
を
信
奉
し
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
し
か
し
、
両
者
の
関
係
が
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、

さ
ら
な
る
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
事
実
上
、
エ
ス
ポ
ジ
ト
・
森
両
氏
は
ま
だ
『
金
華
宗
旨
』
の
浄
明
道
由
来
の
問
題
を
解
決
し
て
い
な
い
か

ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、『
金
華
宗
旨
』
の
研
究
を
深
め
る
た
め
に
は
、
な
ぜ
『
金
華
宗
旨
』
が
浄
明
伝
統
の
産
物
で
あ
る
か
と
い
う
問

題
を
再
考
す
べ
き
で
あ
る
。
邵
志
琳
の
「
序
」
は
『
金
華
宗
旨
』
を
「
浄
明
大
法
、
忠
孝
雷
霆
」
の
教
義
の
下
に
あ
る
と
し
た
。
こ
の
点
に

注
目
し
て
本
稿
で
は
、
浄
明
経
の
歴
史
と
文
献
的
実
証
、
特
に
明
末
清
初
に
お
け
る
浄
明
道
の
金
丹
修
錬
に
関
す
る
文
献
の
検
討
を
通
じ

て
、『
金
華
宗
旨
』
祖
本
が
い
か
に
浄
明
派
の
内
丹
修
錬
伝
統
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
か
を
解
明
し
た
い
。 

 

第
一
部
で
は
、
毗
陵
武
進
県
に
あ
る
潘
易
庵
の
白
龍
精
舎
の
乩
壇
が
浄
明
道
の
背
景
を
持
つ
こ
と
を
考
察
す
る
。
邵
志
琳
本
『
金
華
宗

旨
』
に
お
い
て
、
潘
易
庵
は
大
多
数
の
メ
ン
バ
ー
（
少
な
く
と
も
七
名
の
乩
壇
参
加
者
）
の
導
師
で
あ
る
。
彼
ら
が
白
龍
精
舎
の
乩
壇
に
集

い
、
呂
祖
か
ら
得
た
降
乩
こ
そ
が
、『
金
華
宗
旨
』
の
起
源
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
部
で
は
、
潘
静
観
が
白
龍
精
舎
の
乩
壇
に
お
い
て

弟
子
に
『
浄
明
忠
孝
録
』
を
伝
授
し
た
事
実
を
考
慮
し
、『
金
華
宗
旨
』
の
成
立
過
程
を
明
末
清
初
の
江
西
南
昌
及
び
江
蘇
地
区
（
例
え
ば

南
京
・
杭
州
・
常
州
な
ど
）
の
縉
紳
階
層
の
間
で
流
行
し
て
い
た
浄
明
伝
統
に
お
い
て
再
考
察
す
る
。
当
時
の
縉
紳
は
浄
明
経
典
の
編
纂
・

刊
行
お
よ
び
流
通
に
力
を
注
い
だ
。
浄
明
道
に
属
す
る
文
人
た
ち
が
龍
沙
讖
や
内
丹
書
を
刊
行
し
た
事
蹟
を
調
べ
る
と
、
晩
明
の
浄
明
信

仰
が
広
範
に
わ
た
っ
て
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
清
初
毗
陵
で
刊
行
さ
れ
た
『
金
華

宗
旨
』
祖
本
の
背
景
を
分
析
し
、
そ
れ
が
晩
明
清
初
に
編
集
さ
れ
た
浄
明
道
の
金
丹
伝
統
の
延
長
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す

る
。 
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三
教
論
爭
か
ら
見
た
道
教 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

麥
谷 

邦
夫
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
） 

  

佛
教
流
入
以
降
の
儒
佛
道
三
教
間
の
論
爭
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
め
ぐ
っ
て
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
南
北
朝
後
半

か
ら
唐
代
に
か
け
て
は
、
道
教
教
理
の
展
開
に
對
應
す
る
か
た
ち
で
、
道
佛
二
教
間
で
激
し
い
論
爭
が
戰
わ
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
論
爭
を

記
録
し
た
現
存
資
料
は
、
そ
の
大
部
分
が
佛
教
側
の
護
教
的
觀
點
か
ら
す
る
道
教
批
判
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
論
爭
の
結
果
は
往
々

道
教
側
の
敗
北
に
終
わ
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
僞
濫
僧
や
佛
寺
の
過
度
な
造
營
な
ど
を
め
ぐ
る
財
政
經
濟
問
題
な
ど
で
は
、
佛
教
側

も
か
な
り
の
痛
手
を
蒙
っ
て
は
い
る
が
、
こ
と
道
佛
二
教
間
の
教
義
論
爭
に
關
し
て
い
え
ば
、
佛
教
宗
派
間
で
の
長
い
論
爭
の
歴
史
や
講

經
と
い
っ
た
教
義
宣
明
の
た
め
の
制
度
を
有
し
、
宗
論
を
戰
わ
せ
る
た
め
の
論
理
學
的
基
礎
を
身
に
つ
け
て
い
た
佛
教
側
が
い
さ
さ
か
有

利
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
う
し
た
情
況
を
打
開
す
る
た
め
に
、
道
教
の
宗
師
た
ち
の
中
に
も
佛
教
の
辯
論
方
法
を
積
極
的
に
研
究
し
て
對
抗
し
よ
う
と
す
る
も

の
が
存
在
し
た
。『
道
教
義
樞
』
の
序
文
に
あ
げ
ら
れ
た
「
王
家
八
竝
」
の
王
家
す
な
わ
ち
王
斌
は
、
齊
梁
の
間
の
道
教
宗
師
と
し
て
そ
の

代
表
的
存
在
に
擧
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
近
年
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
辯
論
方
法
を
訓
練
す
る
た
め
の
教
科
書
的
な
も
の
も
存
在
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し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
努
力
の
痕
跡
は
、
唐
代
以
降
に
な
る
と
ほ
ぼ
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
は
、
佛

教
に
お
け
る
三
論
學
派
の
衰
退
と
も
關
連
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
道
佛
論
爭
そ
の
も
の
の
低
調
化
も
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。 

 
い
ず
れ
に
し
て
も
、
佛
教
側
と
の
教
義
を
め
ぐ
る
論
爭
の
過
程
を
通
じ
て
、
道
教
の
宗
師
た
ち
は
論
爭
の
た
め
の
辯
論
方
法
そ
の
も
の

を
學
ぶ
と
と
も
に
、
自
己
の
教
理
の
弱
點
を
明
確
に
自
覺
し
、
そ
の
弱
點
を
い
か
に
し
て
補
強
す
る
か
を
眞
劍
に
模
索
し
て
い
っ
た
。
教

主
の
有
無
を
め
ぐ
る
論
爭
、
道
と
氣
、
道
と
自
然
の
關
係
如
何
を
め
ぐ
る
論
爭
、
天
尊
を
は
じ
め
と
す
る
天
神
を
め
ぐ
る
論
爭
な
ど
は
、
い

ず
れ
も
道
教
教
理
の
核
心
に
關
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
激
し
い
教
義
論
爭
を
經
て
道
教
側
の
主
張
の
一
部
は
次
第
に
變
化
し
て
い
っ
た
。

こ
の
時
代
と
り
わ
け
隋
唐
時
期
の
道
教
教
理
は
、『
老
子
』
の
哲
學
を
核
に
展
開
す
る
と
同
時
に
、
佛
教
と
の
論
爭
を
糧
と
し
て
飛
躍
的
な

發
展
を
遂
げ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。 

 

『
辯
正
論
』
や
『
廣
弘
明
集
』
と
い
っ
た
代
表
的
三
教
論
衡
書
を
は
じ
め
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
そ
の
他

の
關
連
史
料
を
檢
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
六
朝
か
ら
隋
唐
時
代
に
か
け
て
の
道
教
が
抱
え
て
い
た
教
義
上
の
問
題
點
を
明
か
に
す
る
と

と
も
に
、
當
時
の
道
教
の
宗
師
た
ち
が
そ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
い
か
な
る
思
想
的
營
爲
を
積
み
重
ね
て
き
た
の
か
の
一
端
を
述
べ
て

み
た
い
。 
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①ＪＲ京都駅から 
・市バス206系統「祇園・北大路バスターミナル行」 
  京大正門前または百万遍下車（約35分） 
・市バス17系統「四条河原町・銀閣寺行」 
  百万遍下車（約35分） 

②京阪出町柳駅から 
・東へ徒歩（約15分） 
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善本の展示について 
 
大会当日、京都大学百周年時計台記念館の企画展示

室において、「京都大学所蔵道教文献善本展示」を行

っております。 
展示期間 11月8日（火）～13日（日） 

9時30分から17時まで 
 
展示品リスト 
※「正統道蔵」（附属図書館） 
※「老荘列三子通義」（文学研究科） 
※「南華真経」（文学研究科） 
※「三教源流聖帝佛師搜神大全」（文学研究科） 
その他数点の予定です。 


